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・構想段階の概略検討であるため、以下の同一条件を設定した上で、各評価項目につ

いて検討を行い、各案の比較優位性を中心に確認した。 

 

表-６ ルートの比較評価 

評価項目 概  要 

利用者数・採算

性等 

・利用者数や所要時間、採算性等は、他事例を参考に設定した駅

数や、他公共交通機関との結節、人口密度など現在把握できる

範囲内の情報に基づき、需要がより見込まれる箇所を駅位置と

して仮に設定し検討を行った。 

事業費等 ・ルート毎に安価と考えられる構造を想定し、地下や高架等の施

工実績があるつくばエクスプレス（普通鉄道）等の工事単価（構

造別同一単価）等を用いて概算を行った。 

費用便益分析 ・便益と費用について個々に比較評価を行うものとし、費用便益

比については、次の計画段階以降の効率的・効果的な検討のた

めに、事業実施に向けた課題を把握する観点から参考値として

示すものとする。 

環境影響等 ・文献等既往調査結果等から影響が想定される地域の周辺環境等

をマクロ的に捉え、重大な環境影響等を及ぼす恐れが無いかや、

計画段階以降の具体的な検討にあたり留意すべき点が無いかと

いう視点で評価を行った。 
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（２）駅数設定の考え⽅ 
・第４回計画検討委員会で示された需要予測に用いる駅数の設定方針は、以下のとおり。 

・構想段階の概略検討であり、具体的な駅位置・駅数の検討は行わないことから、需

要予測や概算事業費算出に必要な駅数については、既存路線を参考に設定している。 

・普天間飛行場基地跡地周辺については、市街地が連担する地域であるため、駅間距

離は、2～3ｋｍに 1 箇所程度としている。 

 

出典：沖縄鉄軌道技術検討委員会資料（平成 28 年 10 月） 

図-50 駅数の設定方針 
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出典：沖縄鉄軌道技術検討委員会資料（平成 28 年 10 月） 

図-51 駅数の設定方針 
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（３）⾻格軸に想定される交通システムの考え⽅ 
・第４回計画検討委員会で示された速達性の観点から骨格軸に想定されるシステムは、

次頁のとおり。 

・骨格軸に求められる要求性能が「速達性（那覇と名護を１時間で結ぶ）が高いシス

テム」及び「大量輸送（需要に適したシステム）」であるため、「専用軌道を有す

るシステム」及び「小型鉄道程度の輸送力」を有するものとしている。 
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出典：沖縄鉄軌道技術検討委員会資料（平成 28 年 10 月） 

図-52   各システムの特長 
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（４）構造の想定にあたっての考え⽅ 
・第 5回計画検討委員会で示された構造の考え方は、以下のとおり。 

・国道 58 号及び国道 330 号を導入空間で想定される構造は、採算性を考慮した比較評

価を行い、全て「地下トンネル」としている。 

 

＜市街地部における構造の想定にあたっての考え方＞ 

・市街地部については、専用用地確保にあたり費用と時間が多くかかることが予

想されることから、道路空間への導入を基本とする。（中央帯の活用を想定） 

・なお、道路空間へ導入する場合は、駅構築幅（上下 1 線ずつの線路施設や昇降

施設の設置、側壁等により約 22m 程度要する）を考慮し、片側 2 車線以上の道

路を基本に検討を行うものとする。また、道路内の中央帯に十分な幅員が無い

場合は、自動車交通への影響が生じないよう拡幅するか、又は地下への導入を

想定するものとする。 

・原則として、地下トンネルに比べ安価な高架構造を基本とするが、道路拡幅を

伴う場合は用地補償費が多額になることも想定されることから、地下トンネル

構造との比較検討を行い、費用の低い方を想定するものとする。 

・ただし、国道 58 号（那覇－宜野湾）が、「那覇市・浦添市・宜野湾市・沖縄市

地域公共交通総合連携計画（平成 24 年 3 月）」において基幹バスの専用車線と

して位置づけられていること、また、将来の沖縄西海岸道路等の供用も考慮し、

上記検討に加え、基幹バス専用車線を使用し、当該車線内に高架構造により導

入した場合（車線減少した場合）についても検討するものとする。 

出典：沖縄鉄軌道技術検討委員会資料（平成 28 年 10 月） 

出典：沖縄鉄軌道技術検討委員会資料（平成 28 年 10 月） 

図-53  想定される構造に関する概算事業費の比較 
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出典：沖縄鉄軌道技術検討委員会資料（平成 28 年 10 月） 

図-54 国道 58 号及び国道 330 号において想定される構造 
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４．⻄海岸地域の開発のあり⽅について提⾔書 
西海岸地域開発整備有識者懇談会に基づき作成された「西海岸地域の開発のあり方に

ついて提言書」は次の通りである。 
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